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度 ・加速度及び角速度 ・角加速度を計算させ，フリンターに表示した。また，動作はステック ・



















Fore hand stroke 
Flat swing 





インパク ト…..・ H ・－－ボー ルがラケッ トに当たっている時。
1 ffi I 
フォロースルー…・ボール打撃後の動作。尚，打撃動作の終了時をフィニッシュとした。
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フォアハンド・ ス トロ クー技術に関する重要な動作パターンを示唆するものと理解できる。
ボールとラケ y ト・へy トの最大速度と最大加速度表1
Racket head 


























244.86' 0 ． 0 ． 20.88 23.9 S.K 
• Impact Point 
0 0.015 sec 
3.ボールの速度・ラケットヘッドの速度
ボールの最大速度とラケットヘッドの最大速度及び最大加速度を示している。ボー
ルの最大速度は C・Sが最も速く 27.86 m/sec, 
m/secであった。男子を被検者とした実験ではイ ンパクト直後のボールの速さは45.7 m/sec 
S ・Kは23.96 S・Fは27・15m/sec, 
表1は，
S・Fカfc. sカ:il9.47 m/sec, 
S・Kが20.33 m/secであった。男子を被検者と した実験では，イ ンパク卜直
ラケットヘッ ドの最大速度は，と報告されている。次に，
19. 8 m/sec, 

















なお，ラケットヘッドの最大加速度は， c. sが201.96 m/sec 2, S ・ Fが200.62 m/sec 2, 
S ・ Kが244.86 m/sec 2である。 いずれもインパクトの約0030秒前に最大値を示した。
図7は，ラケットヘッド速度とボール速度の変化をまとめたものである。ラケットヘッドの
速度は，イ ンパク 卜直前に急速に上昇しインパクト後下降している。ラケッ トヘッドの最大速
度は，イ ンパクトとほぼ同時である。 これに対しボール速度はイ ンパク卜後急上昇している。
ラケットヘッド速度とボール速度の変化の関係は3名共に同様の形が観察される。永田らの硬
式テニスの実験から，フラッ ト打法では，イ ンパク卜直後のボール速度は8.3倍と報告されて
いるが，我々の実験ではおおよそ C・Sが6.1倍， S. Fが6.0倍， S ・Kが5.1倍であった。
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4.重心・肩・肘・手首の動き
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